
薬 学 生 新 聞

　式典の冒頭、あいさ
つした児玉孝日薬会長
は、1893（ 明 治26）
年の同会設立時を振り
返り、「当時の薬剤師
の先達が、わが国の医
療に貢献できる薬剤師
職能を確立するため、
医薬分業制度の実現に
強い意欲を持ち、様々
な運動を展開した」と

述べた。
　同会設立時からの“先達”の活動に思
いを馳せ、「120年の節目に次の世代
を担う薬剤師に先達の夢をつないでい
く」との決意を表明した。
　その上で、「夢なき者に理想なし、
理想なき者に計画なし、計画なき者に
実行なし、実行なき者に成功なし。故
に、夢なき者に成功なし」という吉田
松陰の言葉を引用し、「いま、この節

目に改めて次の世代を担う薬剤師に先
達の夢をつないでいくことを心から誓
う」と述べた。
　常陸宮殿下は、「薬剤師が医薬品の
適正な使用、安全確保に活躍している
ことは誠に喜ばしいことと思います。
阪神淡路大震災や東日本大震災におい
て、多くの薬剤師の皆さんが被災地で
医薬品の供給に尽力されたと聞き、大
変心強く思いました。今後も、国民の
命と健康を守るため、医療の担い手と
して、他の医療関係者と連携し、大い
にその役割を発揮されるよう祈念しま
す」と述べられた。  
　安倍首相は、「医薬品に関する相談
や情報提供など、薬局や薬剤師の果た
す役割は大きく、今後も地域医療等の
拠点として、活躍いただくことを期待
している」と述べると共に、政府が取
りまとめる予定の成長戦略の大きな柱
の１つである健康・医療分野への協力

を呼びかけた。
　また、６年制の薬学教育を修了した
薬剤師が誕生していることに言及し、

「薬剤師の新しい時代の始まり。臨床
での実践的な能力を発揮し、チーム医
療や在宅医療において大いに活躍して
もらいたい」とエールを送った。  
  伊吹氏は、日薬の創立から今日まで
の歴史について、「患者や健康を心配
している国民と向き合い、地域や医療
機関で努力してこられた皆さんの先輩
方の120年であり、薬剤師の皆さんが
使命感や誇りを持って仕事ができるよ
う努力された、歴代役員の積み重ねで
もある。今後の発展を心からお祈りし
たい」と述べた。  
　田村厚労相は、「2012年４月に６年
制新カリキュラムを受けた第１期生の
薬剤師が誕生した。少子高齢化や医療
技術の高度化が進む中において、薬の
専門家としての薬剤師に対する国民や
医療現場からの期待は一層大きくなっ
てきている」と指摘、今後は「病院や
地域の在宅医療におけるチーム医療の
一員として、職能を発揮していただき
たい」と述べた。
　また、薬局や薬剤師に対して、「セ
ルフメディケーションの推進、地域に
密着した健康情報の拠点に力をいただ
かなければならないと考えており、厚
労省もしっかり支援したい」との考え

を示した。
　下村文科相は、薬学教育６年制化に
伴い、必修となった実務実習の受け入
れ施設の確保をはじめ、文科省が検討
を進めている薬学教育モデルコアカリ
キュラムの改訂作業への参画など、「薬
学教育の改善・充実のため、多岐にわ
たり協力いただき、深く感謝している」
と述べた。
　その上で、「医療薬学教育、研究の
充実など、取り組まなければならない
課題は山積しており、貴会にはさらな
る社会貢献が期待されている」とし、
薬学教育のさらなる充実に対して協力
を求めた。 
　横倉日医会長は、高齢化の進展に伴
い、「いつでもどこでも良質な医療を
等しく受けられる医療体制を求める国
民の期待は、さらに大きく膨らんでく
る」とし、「地域の医療提供体制を立
て直し、国民皆保険制度を堅持するた
めには、医療関連団体が相互に連携を
深め、国民皆保険の堅持を共通の理念
として一致団結していくことが求めら
れている」と強調。
　薬剤師に対しては、「医薬品の適正
使用を確保し、安全性を守るという社
会的使命を全うされる中で、引き続き、
国民医療の推進に向けて尽力いただき
たい」とした。
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創立120周年祝い式典を開催

　日本薬剤師会は、今年で創立120周年を迎え
た。６月９日には、都内のホテルで関係者ら約
1000人が集い、記念の式典、祝賀会が盛大に
行われた。今号では、常陸宮ご夫妻の臨席や、
安倍晋三首相、伊吹文明衆議院議長、田村憲久
厚生労働相、下村博文文部科学相、横倉義武日
本医師会会長らが来賓として出席した記念式典
の様子を紹介する。
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常陸宮殿下児玉会長 安倍首相

田村厚労相 下村文科相
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